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૯߹ڀݚॴ 公益財団法人日本植物調節剤研究協会　

໰ސ

খ઒　ᇈ

2019 年 4 月 5 日，大ࡕ෎のೆ部，
࿨ՎݝࢁとのڥݝにҐஔするՏ಺長໺
ॴを๚ڀݚ会社૯合ࣜגの日本೶ༀࢢ
れた。ೆւなんばӺから高໺ઢのٸ行
に৐り໿ 30 分，Տ಺長໺Ӻからタク
シーで 10 分，୹期大ֶがྡ઀するも
のの，֗ࢢ஍とはִ཭されたڥ؀にあ
るʢਤ �1ʣ。

日本೶ༀࣜג会社は೶ༀઐ業ϝー
Χーとして 1928 年に૑ཱされ，ࡢ年
90 प年をܴえた。ࣄ業の୺ॹはݹՏ
߭業ʢ当時ʣで行われていたಔਫ਼࿉の
෭産物の有ޮ利用ڀݚで生まれたەࡴ
಺೶ࠃであった。同社はこれによりࡎ
ༀొ࿥ୈ 1 号を取得し，೶業の近୅
化にݙߩしてきた。

同社は当初੡ࡎɾൢചϝーΧーで
あったが，1960 年୅લ൒より૑ༀ

し，19�5࢝を։ڀݚ 年にࣗ社։ൃݪ
体ୈ 1 号イιプロνΦϥンからەࡴ
ʮフδϫンࡎɾ২物成長ௐ੔ࡎ �ʯを，
1980 年୅にࡴ஬ࡎʮΞプローυ �ʯ，
ʮϞンΧッτࡎەࡴ �ʯなどを上ࢢし，
今ではڀݚ։ൃاܕ業として，ܦ年的
にച上高の 10ˋ以上をڀݚ։ൃඅに
஫ぎ，άローバルなࢹ໺で，時୅のχー
ζに合った৽しい೶ༀの։ൃを進めて
いる。

೶ༀ部໳のച上ൺ率は 88ˋʢ2018
年ʣである。ੵۃ的なւ外ల։で，ւ
外ࢠ会社をΞϝリΧ，ίロンϏΞ，ϒ
ϥδル，イΪリス，インυ，ϕτナム，
中ࠃ，୆࿷に，ग़ࢿ会社をフϥンス，
イタリΞ，ϚレーシΞ，Φースτϥリ
Ξにͪ࣋，そのւ外ച上高ൺ率はおよ
そ 55ˋである。その಺༁はΞδΞ஍

Ҭがおよそ 35ˋ，ΞϝリΧ஍Ҭが同
5�ˋ，&6 ஍Ҭが同 5ˋとなっている。

また，೶ༀ೿生ٕज़から஀生した医
ༀ，ಈ物ༀやシロΞリࡎなどの化ֶ඼
業のച上高ൺ率はおよそࣄ �ˋで，フ
δϫンέϛスτリーから೿生した߅ਅ
ʢਫ஬ༀʣʮϥϊίナκールʯ，ʮルࡎە
リίナκールʯはよく஌られる。

Խֶɾੜ෺ɾ҆શੑڀݚΛ
ҐҰମͱͨ͠૑ༀ։ൃࡾ

૯合ڀݚॴのલ身は 1930 年にՏ಺
長໺ࢢに։ઃされた，ޙのʮ生物ڀݚ
ॴʯとなるʮՏ಺ප஬ڀݚ֐೶場ʯで
ある。1964 年にはಟ性実ࣨݧを増ઃ
し，19�3 年に҆全性ڀݚॴをॡ޻す
る。一方，合成，੡ࡎ分໺のʮ化ֶݚ
ॴʯはڀ 1956 年に大ࢢࡕ੢ཎ઒۠௭
，業ॴʣにઃཱされࣄࡕ場಺ʢ現大޻
。した状態となったࢄ఺が分ڌڀݚ

1990 年୅に入ると，これまでの生
物ڀݚॴはखڱになり，पลの୐஍化
も進లする。また，೶ༀొ࿥について
も҆全性がよりॏࢹされるようにな
り，ొ࿥用ݧࢼ施ઃも (-1 基準をຬ
たす必要性が増していた。そして何よ
りも，૑ༀ։ൃのޮ率化をより一૚進
めるために，ಠཱしていた֤分໺を౷
合するࡾҐ一体ڀݚܕ体制のߏஙがਤ
られた。

そして 1995 年に，分ࢄ配ஔされ
ていた化ֶ，生物，҆全性，医ༀの 4
つのڀݚॴを一つにू中させたʮ૯合
ాࢁখࢢのՏ಺長໺ࡏॴʯを，現ڀݚ
ொにॡ޻した。これにより，૑ༀɾ։
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研究所ゼၥグ 5 

 

 ᪥ᮏ㎰⸆ᰴᘧ఍♫ 

 総合研究所 

 

බ┈㈈ᅋἲே᪥ᮏ᳜≀ㄪ⠇๣研究༠఍ 

㢳ၥ 

ᑠᕝ ዋ 

 

 ᖹᡂ 31（2019）ᖺ 4 ᭶ 5 日，大㜰ᗓの༡部，࿴ḷᒣ┴との┴境に位⨨ࡍるἙ内長㔝市の日本㎰

⸆ᰴᘧ会♫総合研究所をゼれた。༡ᾏなࡤࢇ㥐から㧗㔝⥺のᛴ行に஌り⣙ 35 ศ，Ἑ内長㔝㥐から

ー࡛ࢩクࢱ 10 ศ，▷ᮇ大学が㞄᥋ࡍるࡶのの，市⾤ᆅとは㝸㞳された環境にある（ᅗ-1）。 

  

図-1 総合研究所の඲ᬒ㸦኱㜰ᗓἙෆ長㔝ᕷ㸧 

 

 日本㎰⸆ᰴᘧ会♫は㎰⸆ᑓᴗ࣓ー࢝ーとして 1928 ᖺに๰❧され，᫖ᖺ 90 ࿘ᖺを㏄࠼た。஦ᴗの

➃⥴は㊊ᑿ㖡ᒣ࡛の㖡⢭㘐の๪⏘物から生まれた「◉㓟㖄」の᭷ຠ฼用࡛あり，ࡇれは㎰⸆Ⓩ㘓➨

1 ྕ࡛ある。 
 日本㎰⸆ᰴᘧ会♫はᙜึ〇剤・㈍኎࣓ー࢝ー࡛あࡗたが，1960 ᖺ代๓༙より๰⸆研究を開ጞし，

1975 ᖺに⮬♫開発ཎ体➨ 1 オランから殺⳦剤・植物ᡂ長調整剤「フジ࣡ン®」を，1980ࢳプࣟࢯ࢖ྕ
ᖺ代に殺虫剤「࢔プࣟード®」，殺⳦剤「ࣔン࢝ッࢺ®」などを上市し，௒࡛は研究開発ᆺ௻ᴗとして，

኎上㧗の 11.9㸣を研究開発㈝に注ࡂ，グࣟーࣂルなど㔝࡛，᫬代のニーࢬに合ࡗた新しい㎰⸆の開

発を進めている。 
㎰⸆部㛛の኎上ẚ⋡は 86.4㸣（2017 ᖺ）࡛ ある。✚ᴟ的なᾏእᒎ開࡛，ᾏእᏊ会♫を࣓࢔リ࢝，

ࢱ࢖，୰ᅜ，ྎ‴に，ฟ㈨会♫をフランス，࣒ࢼࢺ࣋，ンド࢖，リスࢠ࢖，ラジルࣈ，࢔ࣅンࣟࢥ

リ࢔，マࣞー࢔ࢩ，オースࢺラリ࢔にᣢࡑ，ࡕのᾏእ኎上㧗ẚ⋡ 53.8㸣の࢔，ࡕ࠺ジ࢔ᆅᇦが 41.9㸣，

ᆅᇦ࢝リ࣓࢔ 51.1㸣，EU ᆅᇦ 4.6㸣࡛ある。 
また，㎰⸆ὴ生ᢏ⾡から誕生した་⸆，ື物⸆や࢔ࣟࢩリ剤などの化学ရ஦ᴗの኎上㧗ẚ⋡は

10.4㸣࡛，フジ࣡ンからὴ生したᢠ┿⳦剤（Ỉ虫⸆）「ラࢰࢼࢥࣀール®」，「ルリࢰࢼࢥール®」はよ
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ൃに必要な合成ɾプロηス化ֶɾ੡ࡎ，
生物，҆全性ɾ医ༀなどのす΂てのݚ
ݚ分໺のڀݚ分໺を౷合し，֤ʑのڀ
にޓ有し，相ڞが日ৗ的に৘ใをऀڀ
議࿦できるޮ率のྑいڥ؀ڀݚを੔උ
し，ઓུ的な৽規ༀࡎの૑੡や৽੡඼
の։ൃを進める体制が確ཱされた。

	�
 ૯߹ڀݚॴͷ֓ཁ

2018 年 12 月に，ڀݚ本部૯合ݚ
άルーࡎॴから，プロηス化ֶと੡ڀ
プが生産本部生産ٕज़ڀݚॴとして૊
৫上は分཭した。しかし，ڌڀݚ఺の
配ஔはこれまで௨りで，ࡾҐ一体のݚ
。されている࣋体制はҡڀ

現ࡏの૯合ڀݚॴは，ڀݚॴ長のԼ
に，୳ࡧ，։ൃ，̓ 全性の 3 ໊のϚωー
δϟーが配ஔされている。֤Ϛωー
δϟーはそのԼのڀݚάループをઐ໳
的にଋねることよりも，֤άループ間
の連ܞやௐ੔をओな໾割としている。

৽規化合物のσβインと合成，ߏ଄
性相関の把握を行う合成άループ׆
は，合成 1，2 に分かれているが，Φー
ルϥ΢ンυスクリーχンά体制のも
と，ࡴ஬ࡎەࡴ，ࡎ，除૲ࡎといった
用్ผには分かれていない。

一方，生物ڀݚ分໺は，用్ผにࠛ
஬，පཧ，২物の֤άループに分かれ
る。ॊೈなターήςΟンάにԊって
༷ʑな生ཧ׆性のスクリーχンάධ
Ձ，ղੳを行い，Ϣχークな৽規化合
物のൃݟやその࡞用ߏػのղ໌を行
う。

҆全性ڀݚ分໺には，୅ँɾڥ؀と
҆全性ɾༀཧάループがある。೶ༀީ

ิ化合物の҆全性をূݕするためのಟ
性，୅ँ，҆ڥ؀全性のリスクධՁ
や，ૣ期のリスクධՁのための༧஌ٕ
ज़の։ൃおよび医ༀ඼のඇྟচڀݚを
行う。

そのଞ，分ੳάループ，஌ࡒάルー
プ，2" Ϣχッτ，؅ڀݚཧを୲当す
るڀݚ業務άループがある。

生産本部生産ٕज़ڀݚॴのプロηス
化ֶάループは，૯合ڀݚॴのଞ，一
部はҵ৓ࢢౢࣛݝの同社ࢠ会社のʢגʣ
χνϊーαーϏスࣛౡࣄ業ॴ಺ʢݪ体ɾ
し，೶ༀީิ化ࡏ場ʣにற޻末੡଄ݪ
合物の޻業的੡଄法のߏஙや，੡଄ί
スτ௿ݮをਤる。また，૯合ڀݚॴと
大ࣄࡕ業ॴにある੡ࡎάループは，೶
ༀ੡ࡎの੡଄方法のڀݚや最దな੡ࡎ
を௥及する。

૯ 合 ݚ ڀ ॴ の ૯ ෑ ஍ ໘ ੵ は ໿
�1
000ᶷ，Ԇচ໘ੵは໿ 16
000ᶷで
本ڀݚ ʢؗ2 ̛ʣ，̓ 全性医ༀڀݚ౩ʢ4
̛ʣ，化ֶ生物ڀݚ౩ʢ4 ̛ʣと，Թ ɾࣨ
ะ場؅ཧɾ೶ݿ۩ثなどある。

ここに勤務するै業һは，日本೶ༀ
の 1�6 ໊のଞ，ʢגʣχνϊーαーϏ
ス，日本Τίςックʢגʣをؚめ，໿
250 ໊ʢ正規，ܖ໿，ύーτをؚむʣ
である。ڀݚһの勤務はフレックスま
たはྔࡋ労働制である。

	�
 ϛογϣϯ͸ �೥ʹ Ҏ্ࡎ�
ͷ৽ࡎ૑ग़

ॴとして，૯ڀݚ業のاܕ։ൃڀݚ
合ڀݚॴはΞδΞ，ถभ，Ԥभの 3
ࡎ૪ྗがある৽ڝ࿥性とίスτొۃ
を，3 年に 1 以上の割合で૑ग़するࡎ
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化ֶڀݚ分໺では，ط஌物࣭の生ཧ

性ɾಟ性৘ใに基づいてίンϐュー׆
タ上で৽規化合物をσβインするࢉܭ
Պֶのख法やࣗಈ合成૷ஔʢロϘッ
τʣ，大ֶ౳のୈऀࡾとのΦープンイ
ϊϕーションਪ進などにより，࣭とྔ
の྆໘からのڧ化をਤっている。
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スクリーχンάスΩームのݟ௚しを行
い，1 次ˠ 2 次ˠ高次ʗಛ性ධՁとい
う実ޮ性の高いスΩームを੔උし，খ
規໛でਝ଎かつ全方ҐධՁをಛ長とす
るΦールϥ΢ンυスクリーχンά体制
をߏஙしている。除૲ࡎ分໺では，ࠃ
಺ਫҴでの多年生ࡶ૲のॏ要度をྀߟ
し，ग़来るだけૣいஈ֊で，これら૲
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ݟ体Ձ֨の正確なݪめ࢝もૣ期にڀݚ
ੵりを行い，これら全てのσータから
։ൃの可能性をૣ期にۃݟめている。

，業のάローバルల։拡大に൐いࣄ
除૲ࡎではࠃ಺向けにはਫҴ，ւ外
向けにはムΪ，τ΢Ϟロίシ，μイ
ζ，ਫҴ用，ඇબ୒性除૲ࡎなどをओ
なターήッτとしている。ւ外ओ要஍
Ҭのద用性については，ϒϥδル，イ
ンυのࢠ会社ݧࢼะ場，ւ外֤஍Ҭの
ίンτϥクτϥϘะ場を׆用してධՁ
している。ւ外ࢠ会社のಠࣗのൃҊΞ
イσΟΞを࠾用する際にも，生物֤ά
ループがݧࢼઃܭのΞυバイス，現஍
ะ場の同行ௐࠪなどのフΥローを行
い，ւ外でのී及ൢചの最大化を進め
ている。

	�
 Φʔϧϥ΢ϯυεΫϦʔχϯά
ମ੍

一ൠ的な୳ڀݚࡧのスクリーχンά
では，໨的のターήッτのみのධՁを
行うことが多い。これにରして，૯合
ॴでは，1ڀݚ つの化合物にରしてࡴ
஬ɾەࡴɾ除૲࡞用など全てのターήッ
τをର৅にධՁを行うΦールϥ΢ンυ
スクリーχンά方ࣜを࠾用している。
化合物のσβインや合成には一定のૂ
いはあるが，生物׆性ධՁの 1 次ス
クリーχンάஈ֊では，ࠛ஬ɾපཧɾ
২物の全άループにରしてڞ௨にڙさ
れる。

このૂいは，وॏな化合物について
໨的外のޮՌをもݟམとさͣ，ແବな
く有ޮに։ൃީิにܨげることにあ

る。これまでの։ൃࣄ例にその܇ڭが
ಡみ取れる。例えば，ʮフδϫン �ʯ関
連の化合物から，೶ༀのࡴ，ࡎەࡴ஬
だけでなく，医ༀ，ಈ物ༀࡎ除૲，ࡎ
としての߅ਅەༀ，؊ଁༀが೿生，ま
た，ࡴ஬ࡎʮフェχックス � ʯの૑੡
は除૲ࡎ୳ࡧのなかから，ऑいࡴ஬׆
性をरい上げたところから࢝まった。

合成ऀڀݚはそれͧれに，化合物σ
βインについてのΞイσΟΞやこだわ
りの合成ٕज़や஌ࣝを࣋っている。し
かし，σβインのஈ֊でそれがどのよ
うな生物׆性をൃشするかを༧ଌする
のは༰қではない。化合物σβインの
方向性をۃݟめる上で，生物ධՁはو
ॏなखֻかりとなる。一方，生物άルー
プも，少しでも׆性の違いを現すσー
タを取り，ఏڙすることで，合成ਞを
引き付けようとする。このように，生
物ධՁのϗッτなσータは，合成と生
物のऀڀݚの૒方にとって待ͪԕしい
ものとなり，それが相ޓίϛュχέー
ションを一૚促すというʢਤ �2ʣ。

	�
�ϓϩδΣΫτͷਐ௙؅ཧͱ૑
ༀڀݚձ

֤プロδェクτは，生ཧ׆性が໌ら
かにされた化合物の୳ࡧ初期ܥ౷と，
同౳以上の性能を有する化合物ࡎൢࢢ
の୳ࡧ中ޙ期ܥ౷に۠分されている。
୳ࡧ中ޙ期ܥ౷へのスςーδΞップ൑
அなどのプロδェクτの進௙は，ܥ౷
ผにઃ定されているϚイルスτーンに
より؅ཧされている。ओ要な୳ܥࡧ౷
の進௙については，関܎部໳がࢀՃし

てຖ月։࠵される૑ༀڀݚ会の場でใ
告される。化ֶ，生物，҆全性ڀݚの
౸達状況や՝୊をใ告ɾ議࿦し，今ޙ
の進め方などの合ҙ形成や，يಓम正
が行われる。

ւ外ะ場ݧࢼやಟ性ධՁの実施，ࢼ
スࡧ用αンプルのҕୗ合成など，୳ݧ
ςーδの進んだ୳ࡧ中ޙ期ܥ౷につい
ては，本社ɾάループ会社をؚめたプ
ロδェクτ全体のϚωδϝンτが行わ
れる。

୳ڀݚࡧで基൫的なػ能を୲う૑ༀ
会は，एख，ϕςϥンにかかわらڀݚ
ͣ，分໺ԣஅ的にऀڀݚ同࢜のࣗ༝ᮣ
達な議࿦ができるॏ要な会議である。
Ґ一体の方਑から，化ֶ，生物の୳ࡾ
౷のใܥは，ࣗ身がखֻけるऀڀݚࡧ
告の有ແに関わらͣ基本的に全һがࢀ
Ճする。Ճえてプロηス化ֶ，੡ࡎ，
҆全性ༀཧ，୅ँڥ؀の֤άループの
άループリーμーおよびプロδェクτ
の関ऀ܎，֤ Ϛωーδϟー，ڀݚॴ長，
Ճする。まࢀ໰がސ本部長，ٕज़ڀݚ
た 8FC 中ܧにより，本社のاڀݚը
ࣨやࢢ場։ൃ本部も議࿦にՃわる。

クリΤイςΟϒなڥ؀ڀݚをৢ成す
るために，୲当プロδェクτ以外のࣗ
分ࣗ身のڵຯからൃ૝したࣗओڀݚを
ΤフΥーτの 1 割ఔ度行うことをਪ
঑している。上࢘のಛผのڐ可は要ら
ないが，成Ռが上がれば૑ༀڀݚ会で
ใ告する。また，社外へのཹֶ制度に
より，ࠃ಺外の大ֶへ，ຖ年 1 ໊ఔ
度を೿ݣしている。

ਤ ��　�߹੒ͱੜ෺ͷऀڀݚͷ೔ৗతͳ৘ใަ׵

 。たࡗからጞまࢁ
合ᡂ研究者はࡑれࡒれに，化合物࢖ࢨࢹンについての࢔࢕ࢹ࢖࢔やࡇだࢃりの合ᡂᢏ⾡や▱㆑を

ᣢࡗている。しかし࢖ࢨࢹンのẁ㝵࡛ࡑれがどのよ࠺な生物ά性を発᥹ࡍるかをண ࡍるのはᐜ᫆

࡛はない。化合物࢖ࢨࢹンの᪉ྥ性をぢᴟめる上࡛，生物評価は貴㔜なᡭ᥃かりとなる。一᪉，生

物グループࡶ，ᑡし࡛ࡶά性の㐪いを⌧ࢹࡍーࢱをྲྀり，ᥦ౪ࡍるࡇと࡛，合ᡂ㝕をᘬき௜ࡅよ࠺

とࡍる。ࡇのよ࠺に，生物評価の࣍ッࢺなࢹーࢱは，合ᡂと生物の研究者の཮᪉にとࡗてᚅࡕ㐲し

いࡶのとなり，ࡑれが┦஫࣑ࣗࢥニࢣーࣙࢩンを一ᒙಁࡍとい࠺（ᅗ-2）。 
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 ๰⸆研究఍࡜⌮⟶の㐍ᤖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ (4)

ྛプࣟジェクࢺは，生⌮ά性が᫂らかにされた化合物の探索ึᮇ⣔⤫と，市㈍剤同➼௨上の性⬟

を᭷ࡍる化合物の探索୰後ᮇ⣔⤫に༊ศされている。探索୰後ᮇ⣔⤫࡬のスࢸージ࢔ップุ᩿など

のプࣟジェクࢺの進ᤖ⟶⌮には，マ࢖ルスࢺーンをᐃめる᫬㛫⟶⌮ᡭἲをᑟධしている。୺せな探

索⣔⤫の進ᤖについては，3 ࣨ᭶に 1 ᅇの࣌ース࡛๰⸆研究会の場࡛ሗ࿌される。化学，生物，安
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ᾏእᅡ場ヨ㦂やẘ性評価の実施，ヨ㦂用ࢧンプルのጤク合ᡂなど，探索スࢸージの進ࢇだ探索୰

後ᮇ⣔⤫については，本♫をྵめたプࣟジェクࢺ全体のマネジ࣓ンࢺが行ࢃれる。 
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クリࣈ࢕ࢸ࢖࢚な研究環境を㔊ᡂࡍるために，ᢸᙜプࣟジェクࢺ௨እの⮬ศ⮬㌟の興味から発᝿

した⮬୺研究を࢚フ࢛ーࢺの 1 ๭⛬ᗘ行ࡇ࠺とを᥎ዡしている。上ྖの特ูのチྍはせらないが，

ᡂᯝが上がれࡤ๰⸆研究会࡛ሗ࿌ࡍる。また，2008 ᖺからのᅜ内እの大学➼࡬の␃学制ᗘがあり，

ẖᖺ 1 ྡ⛬ᗘをὴ㐵している。 
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を᭷ࡍる化合物の探索୰後ᮇ⣔⤫に༊ศされている。探索୰後ᮇ⣔⤫࡬のスࢸージ࢔ップุ᩿など

のプࣟジェクࢺの進ᤖ⟶⌮には，マ࢖ルスࢺーンをᐃめる᫬㛫⟶⌮ᡭἲをᑟධしている。୺せな探

索⣔⤫の進ᤖについては，3 ࣨ᭶に 1 ᅇの࣌ース࡛๰⸆研究会の場࡛ሗ࿌される。化学，生物，安

全性研究の฿㐩状ἣやㄢ㢟をሗ࿌・㆟ㄽし，௒後の進め᪉などの合ពᙧᡂや，㌶道ಟṇが行ࢃれる。 
ᾏእᅡ場ヨ㦂やẘ性評価の実施，ヨ㦂用ࢧンプルのጤク合ᡂなど，探索スࢸージの進ࢇだ探索୰
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ẖᖺ 1 ྡ⛬ᗘをὴ㐵している。 
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(-1 基準にద合した 4 ての実ݐ֊
౩で，ఱҪ部が高くݧ 6 ֊相当の高
さがある。

4 ֊は์ࣹ性同Ґ体ʢ3*ʣを使用す
る実ࣨݧとなっており，3* を用いた
ࢼ౔৕୅ँ，ݧࢼʢಈ২物୅ँݧࢼ
౳ʣが೶ༀݧࢼਫ中ӡ໋，ݧ (-1 に
準ڌして一௨り実施できるઃඋを有し
ており，೶ༀొ࿥に必要なݧࢼのうͪ，
3* を用いるݧࢼはその΄とんどを಺
੡化している。入りޱからۭؾの流れ
にԊって，取りѻう์ࣹઢレϕルが高
い実ࣨݧやஷଂࣨ，ഇغ物保؅ࣨがԞ
ଆに向かってॱ次配ஔされ，実ࣨݧ಺
のۭؾがࣨ外に࿙ग़しないように҆全
への配ྀがなされている。

3* Թࣨは，ࢵ外ઢをؚんだଠཅޫ
の全೾長のޫをಁ過するੴӳΨϥスு
りであるʢਤ �3ʣ。これまでにਫҴ，
ϛχτϚτ，レタス，Ωϟϕπ，ϗ΢
レンι΢，レϞンなどの২物୅ँݧࢼ
が行われた。ϥッτを用いたಈ物୅ँ
ҭ૷ஔが਺多くඋえられてࣂ用のݧࢼ
おり，ޱからઁ取した化合物が体外に
ഉᔔされるまでを௥੻できるように，
ฅ೘やؾݺを回ऩできる૷ஔになって
いる。この૷ஔにより，1 化合物当た
り໿ 100 ඖのಈ物୅ँݧࢼが可能と

なっているʢਤ �4ʣ。
さらに，このような実ݧに用いる

3* そのものを合成できる高レϕル
実ࣨݧもある。また，࣭ྔ分ੳܭや
/.3 といった分ੳثػもઃஔされて
おり，3* を用いたݧࢼでݕग़される
ඍྔ୅ँ物の同定も行えるようになっ
ており，ઃඋ，ثػ໘での充実がਤら
れているʢਤ �5ʣ。

3 ֊はྨڕ，ྨ֪ߕなどのਫ生生物
のࣂҭɾ実ࣨݧと，化ֶڀݚ分໺の合
成άループ，分ੳάループの実ࣨݧや
物性ଌ定ࣨがある。合成άループは本
౩の྆方に分ڀݚ౩と，化ֶ生物ڀݚ
かれてறࡏしている。

ਫ生生物ࣂҭࣨでは，ίイ，ϛδン
ί，ϢスリΧ，૶ྨ౳をࣂҭしてい
る。೶ༀ (-1 に準ڌした೶ༀ੡ࡎの
҆全性ݧࢼにՃえ，୳ࡧのૣ期スςー
δで化合物の҆全性リスクをνェック
するためのಠࣗのධՁܥを，৭ʑと޻
෉しているʢਤ �6ʣ。例えば，Ոఉで
も೤ଳڕとしてࣂҭѪ޷されるθϒϥ
フΟッシュのडਫ਼ཛを用いたᄡೕಈ物
のح࠵形性の༧ଌスクリーχンάは 5
日間という୹期間でධՁがྃ׬する。
ϥッτや΢αΪを用いた௨ৗのح࠵形
性ݧࢼは਺か月を要することから，か
なりのޮ率化がਤられる。また，確度
の高いڥ؀リスクධՁのため，ւ外ొ
࿥に必要なフΝッτϔッυϛϊーを用
いた長期間のಟ性ݧࢼやϛδンίおよ
びϢスリΧを用いた長期間のಟ性ݧࢼ
なども行われている。

2 ֊はثػ分ੳࣨのଞ，҆全性ڀݚ
関連のղ๤，පཧඪ本࡞成，පཧࠪݕ，
ྟচࠪݕの֤ࣨに，ࡉ๔ഓཆを൐う生
化ֶࣨ，ඍ生物実ࣨݧが配ஔされてい
る。ثػ分ੳࣨには -$�.4 が 3 ୆੔
උされ，୳ࡧ化合物のධՁや࡞物残ཹ
分ੳに΄΅フルՔ働しているという。

ϥッτ，Ϛ΢ス，ϞルϞッτ，΢α
Ϊなどಈ物実ݧを行うためのࣂҭࣨ
が，1 ֊のผ౩にͣらりとฒび，खज़
ࣨやղ๤ࣨなどがある。ಈ物Ѫޢの観
఺から，ܹࢗ؟性ݧࢼについてはこれ
まで行われていた΢αΪを用いたݧࢼ
から，؟の֯ບのࡉ๔をഓཆして用い
るϞσルܥݧࢼへҠ行するなど配ྀ
し，ʢ公ࡒʣώューϚンαイΤンスৼ
から厚生労働লの指਑にద合しஂࡒڵ
たಈ物実ݧ施ઃとしてೝ定されてい
る。なお，このೝ定は 3 年ຖにࠪ࡯
をड৹したޙにߋ৽されることになっ
ている。

1 ֊のそのଞの部分には҆全性ڀݚ
のڀݚһのࣨډと，ిݦࢠඍࣨڸ，ಈ
物ࡉ๔ഓཆやඍ生物をѻうࡉ๔生物ֶ
実ࣨݧがある。
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研究ᶵ⬟のྥୖのࡵࡓのᶵჾ㸪タഛの඘ᐇ

(1) Ᏻ඲ᛶ་⸆研究Ჷ

GLP ᇶ‽に㐺合した 4 㝵ᘓての実㦂Ჷ࡛，ኳ஭部が㧗ࡃ 6 㝵┦ᙜの㧗さがある。

4 㝵はᨺᑕ性同位体（RI）を౑用ࡍる実㦂ᐊとなࡗており，RI を用いたヨ㦂（ື植物代謝ヨ㦂，

ᅵተ代謝ヨ㦂，Ỉ୰㐠࿨ヨ㦂➼）が㎰⸆ GLP に‽ᣐして一㏻り実施࡛きる設ഛを᭷しており，㎰

⸆Ⓩ㘓にᚲせなヨ㦂のࡕ࠺，RI を用いるヨ㦂はࡑの࡯とࢇどを内〇化している。ධりཱྀから✵Ẽの

ὶれにἢࡗて，ྲྀりᢅ࠺ᨺᑕ⥺ࣞ࣋ルが㧗い実㦂ᐊや㈓ⶶᐊ，ᗫᲠ物ಖ⟶ᐊがዟഃにྥかࡗて㡰ḟ

㓄⨨され，実㦂ᐊ内の✵Ẽがᐊእに₃ฟしないよ࠺に安全࡬の㓄៖がなされている。

RI  ᐊは，⣸እ⥺をྵࢇだኴ㝧ගの全Ἴ長のගを㏱㐣ࡍる▼ⱥ࢞ラスᙇり࡛ある（ᅗ-3）。ࡇれ

ま࡛にỈ✄，࣑ニࢺマࢱࣞ，ࢺス，࢟ャࣞ࢘࣍，ࢶ࣋ン࢘ࢯ，ࣞࣔンなどの植物代謝ヨ㦂が行ࢃれ

た。ラッࢺを用いたື物代謝ヨ㦂用の㣫⫱⿦⨨がᩘከࡃഛ࠼られており，ཱྀからᦤྲྀした化合物が

体እに᤼ἥされるま࡛を㏣㊧࡛きるよ࠺に⣅ᒀや࿧Ẽをᅇ཰࡛きるよ࠺になࡗている。ࡇの⿦⨨に

より，1 化合物ᙜたり⣙ 100 ༉の実㦂をせࡍるື物代謝ヨ㦂がྍ⬟となࡗている（ᅗ-4）。
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さらに，ࡇのよ࠺な実㦂に用いる RI ある。また，㉁㔞ࡶル実㦂ᐊ࣋のを合ᡂ࡛きる㧗ࣞࡶのࡑ

ศᯒィや NMR といࡗたศᯒᶵჾࡶ設⨨されており，RI を用いたヨ㦂᳨࡛ฟされるᚤ㔞代謝物の同

ᐃࡶ行࠼るよ࠺になࡗており，全てが同一のフ࡛ࣟ࢔᏶⤖࡛きるよ࠺になࡗているなど，ᴟめて充

実している（ᅗ-5）。
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3 㝵は⏥Ẇ㢮，㨶㢮などのỈ生生物の㣫⫱・実㦂ᐊと，化学研究ศ㔝の合ᡂグループ，ศᯒ化学
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グループの実㦂ᐊや物性 ᐃᐊがある。合ᡂグループは本研究Ჷと，化学生物研究Ჷの୧᪉に㥔ᅾ

している。

Ỉ生生物㣫⫱ᐊ࡛は，࣑，࢖ࢥジンࢥ，ユスリ࢝，⸴㢮➼を㣫⫱している。㎰⸆ GLP に‽ᣐし

た㎰⸆〇剤の安全性ヨ㦂にຍ࠼，探索の᪩ᮇスࢸージ࡛化合物の安全性リスクをࢳェックࡍるため

の⊂⮬の評価⣔を，Ⰽ々とᕤ夫している（ᅗ-6）。౛ࡤ࠼，ᐙᗞ࡛ࡶ熱ᖏ㨶として㣫⫱ឡዲされるࢮ

のཷ⢭༸を用いた့ஙື物のദወᙧ性のண スクリーニングはࣗࢩッ࢕ラフࣈ 5 日㛫とい࠺▷ᮇ㛫

࡛評価が᏶஢ࡍる。ラッࢺやࢠࢧ࢘を用いた㏻ᖖのദወᙧ性ヨ㦂はᩘか᭶をせࡍるࡇとから，かな

りのຠ⋡化がᅗられるࡇとになる。しかࡑࡶの⤖ᯝはラッ࡛ࢺのヨ㦂⤖ᯝと⣙ 80%は一⮴ࡍるとい

ーを用いた長ࣀ࣑ッド࣊ࢺッ࢓また，☜ᗘの㧗い環境リスク評価のため，ᾏእⓏ㘓にᚲせなフ。࠺

ᮇ㛫のẘ性ヨ㦂や࣑ジンࢥおよࡧユスリ࢝を用いた長ᮇ㛫のẘ性ヨ㦂などࡶ行ࢃれている。

図-6 Ỉ⏕⏕≀ᐇ㦂⿦⨨

2 㝵はᶵჾศᯒᐊの௚，安全性研究㛵㐃のゎ๗，⑓⌮ᶆ本作ᡂ，⑓⌮᳨ᰝ，⮫ᗋ᳨ᰝのྛᐊに，

⣽⬊ᇵ㣴をక࠺生化学ᐊ，ᚤ生物実㦂ᐊが㓄⨨されている。ᶵჾศᯒᐊには LC-MS が 3 ྎ整ഛさ

れ，探索化合物の評価や作物ṧ␃ศᯒにࡰ࡯フル✌ാしているとい࠺。

ラッࢺ，マ࢘ス，ࣔルࣔッࢠࢧ࢘，ࢺなどື物実㦂を行࠺ための㣫⫱ᐊが，1 㝵のูᲷにࡎらり

と୪ࡧ，ᡭ⾡ᐊやゎ๗ᐊなどがある。ື物ឡㆤの観Ⅼから，║่⃭性ヨ㦂についてはࡇれま࡛行ࢃ

れていたࢠࢧ࢘を用いたヨ㦂から，║のゅ⭷の⣽⬊をᇵ㣴して用いるࣔࢹルヨ㦂⣔࡬⛣行ࡍるなど

㓄៖し，（公財）ࣗࣄーマン࢚࢖ࢧンス᣺興財ᅋからཌ生ປാ┬のᣦ㔪に㐺合したື物実㦂施設とし

てㄆドされている。なお，ࡇのㄆドは 3 ᖺẖにᰝ察をཷᑂした後に᭦新されるࡇとになࡗている。

1 㝵のࡑの௚の部ศには安全性研究の研究ဨのᒃᐊと，㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ᐊ，ື物⣽⬊ᇵ㣴やᚤ生物を

。⣽⬊生物学実㦂ᐊがある࠺ᢅ

(2) ໬Ꮫ⏕≀研究Ჷ

4 㝵は合ᡂグループの実㦂ᐊ，ศᯒᐊおよࡧ研究ဨのᒃᐊがある。フࣟ࢔の୧࢖ࢧドに同ࡌ௙ᵝ

の合ᡂ実㦂ᐊが，୰ኸにᒃᐊが㓄⨨されている。実㦂ᐊとᒃᐊの㛫のቨは࢞ラスᙇりとなࡗていて，

ᒃᐊから実㦂⿦⨨の✌ാ状ἣがศかる。ᒃᐊには，ィ⟬⛉学ᡭἲを用いて新規化合物を࢖ࢨࢹンࡍ

るᑓ用ࢥンࣗࣆーࡶࢱ⨨かれている。また，ศᯒᐊには化合物の構造ゎᯒのための NMR が整ഛさ

れている。

ಖㆤ࣓࢞ネを௜ࡅた生物研究ศ㔝の研究ဨࡶ，合ᡂ実㦂ᐊ内に⮬⏤にฟධりしている。࣓ール࡛

の᝟ሗ஺᥮よりࡶ，合ᡂ研究ဨと㠃とྥかࡗて㆟ㄽࡍるス࢖ࢱルがᐃ╔している。
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4 ֊は合成άループの実ࣨݧ，分ੳ
ࣨおよびڀݚһのࣨډがある。フロΞ
の྆αイυに同じ༷࢓の合成実ࣨݧ
が，中ԝにはࣨډが配ஔされている。
実ࣨݧとࣨډの間のนはΨϥスுりと
なっていて，ࣨډから実ݧ૷ஔのՔ働
状況が分かる。ࣨډには，ࢉܭՊֶख
法を用いて৽規化合物をσβインする
ઐ用ίンϐュータもஔかれている。ま
た，分ੳࣨには化合物のߏ଄ղੳのた
めの /.3 が੔උされている。

保ޢϝΨωを付けた生物ڀݚ分໺の
಺にࣗ༝にग़入ࣨݧһも，合成実ڀݚ
りしている。ϝールでの৘ใަ׵より
も，合成ڀݚһと໘と向かって議࿦す
るスタイルが定ணしている。

3 ֊は生産ٕज़ڀݚॴにॴଐするプ
ロηス化ֶおよび੡ࡎάループの実ݧ
ࣨとࣨډがある。੡ࡎάループでは
খ規໛な੡ࡎ化のݕ౼を，プロηスά
ループでは，ݪ体の੡法ルーτ確ཱの
ために，৮ഔや反Ԡ৚݅を変えてのݕ
౼を行っている。分ੳࣨには -$�.4
や ($�.4 ౳の࣭ྔ分ੳ૷ஔが੔උさ
れている。

2 ֊は生物ڀݚ分໺の 3 άループの
がある。ϛーςΟンάルーࣨډһڀݚ
ムは֤フロΞに配ஔされているが，こ
こにはෳ਺ある。ࣄ実，࡯ࢹ中にもݚ
を度ʑ໨ܠのϛーςΟンάޫ࢜һ同ڀ
にしており，ࡾҐ一体のڀݚ体制がे
分にӐわれた。

また，同֊にある೶ༀ生ཧ実ࣨݧで

は࡞用ߏػや化合物のಈ態ղੳが行わ
れている。

Φールϥ΢ンυスクリーχンάで
は，৽規合成された化合物はࠛ஬，ප
ཧ，২物άループڞ௨の੡ࡎが 1 次
スクリーχンάにࢼڙされる。ༀࡎട
ྔおよびرऍ࡞業はຖि定日に֤ά
ループڞ同で行いʢਤ ��ʣ，残ったも
のは 2 次スクリーχンά以߱用にༀ
。に保؅されるݿ保؅ࡎ

ʢ�
�Թࣨ౩ͳͲੜ෺ධՁͷͨΊͷ
ઃࢪ

ਫҴ用除૲ࡎの 1 次スクリーχン
άには，Թ度，ޫ制ޚができる人ؾ޻
৅ثが使用され，年間௨して一定の৚
݅でݧࢼを実施する。ਫҴ用除૲ࡎの
場合，2 次スクリーχンάでは，Ψϥ
スԹࣨの౔࠿ߞഓで化合物のબ୒性や
難๷除ࡶ૲もؚめたࡴ૲スϖクτϥム
と除૲׆性のڧさをධՁする。ാ࡞用
除૲ࡎの場合には，1 次スクリーχン
άから，౔࠿ߞഓでෳ਺のターήッτ
分໺のओ要ࡶ૲にରする除૲׆性をධ
Ձし，2 次スクリーχンάでは，ෳ਺

のࡶ૲をࠞ২した౔࠿ߞഓで，౔৕ॲ
ཧɾܪ༿ॲཧޮՌ，ༀ֐のධՁを行う

ʢਤ �8ʣ。Ԥभを૝定したখഴ用除૲
のՆ場のධՁは，20ˆ以ԼにԹ度ࡎ
制ޚしたྫྷྋԹࣨで行う。

ΨϥスԹ ʢࣨ෯ 9 ̼ º Ԟ行໿ 50 ̼，
ਤ �9ʣがೆ๺方向に 4 ౩ฒぶ。ྫྷ๪
はਂ໷ిྗを利用したණ஝೤シスςム
により，ྫྷؾをԹࣨのԼ部のߔから
ૹ෩し，Ն場でも໷間 25ˆ以Լ，ன
間 30ˆ以Լに保つことができる。ࢼ
用のϙッτは基本的に可ಈࣜの୆ंݧ

ʢ1�5 ̼ º0�8 ̼ʣにฒ΂て؅ཧする。
୆ंを使用するϝリッτは，ޫの当た
り۩合など，২物の生ҭムϥをഉ除す
るためにదٓ回సɾҠಈが可能なこと，
また，ॲཧલの生ҭௐઅを行うために
؅ཧԹ度のҟなる場ॴへ༰қにҠಈで
きることなどがڍげられる。

'31 ϙッτ 160 基が，ࢵ外ઢಁ過
性フΟルムのϋ΢スのなかにઃஔさ
れ，3 月から 10 月上०まで年 2 回の
実施が可能となっている。ఱҪかݧࢼ
らᕲਫνューϒがそれͧれのϙッτに
ηッτされ，ᕲਫ࡞業のলྗ化がਤら

 3 㝵は生⏘ᢏ⾡研究所に所ᒓࡍるプࣟࢭス化学およࡧ〇剤グループの実㦂ᐊとᒃᐊがある。〇剤

グループ࡛はᑠ規ᶍな〇剤化の᳨ウを，プࣟࢭスグループ࡛は，ཎ体の〇ἲルーࢺ☜❧のために，

ゐ፹や཯ᛂ᮲௳をኚ࠼ての᳨ウを行ࡗている。ศᯒᐊには LC-MS や GC-MS ➼の㉁㔞ศᯒ⿦⨨が

整ഛされている。 
 2 㝵は生物研究ศ㔝の 3 グループの研究ဨᒃᐊがある。࣑ー࢕ࢸングルー࣒はྛフࣟ࢔に㓄⨨さ

れているが，ࡇࡇには」ᩘある。஦実，ど察୰にࡶ研究ဨ同ኈの࣑ー࢕ࢸングගᬒをᗘ々目にして

おり，三位一体の研究体制が༑ศに❚ࢃれた。 
 また，同㝵にある㎰⸆生⌮実㦂ᐊ࡛は作用ᶵ構や化合物のືែゎᯒが行ࢃれている。 
 オールラ࢘ンドスクリーニング࡛は，新規合ᡂされた化合物は᪻虫，⑓⌮，植物グループඹ㏻の

〇剤が 1 ḟスクリーニングに౪ヨされる。⸆剤⛗㔞およࡧᕼ㔘作ᴗはẖ㐌ᐃ日にྛグループඹ同࡛

行い（ᅗ-7），ṧࡗたࡶのは 2 ḟスクリーニング௨㝆用に⸆剤ಖ⟶ᗜにಖ⟶される。 

    
        図-7 ⸆๣⛗㔞ᐊにࡅ࠾るඹྠᕼ㔘సᴗ 

 

(3)  ᐊᲷ࡝࡞⏕≀ホ౯のࡵࡓの᪋タ 

 Ỉ✄㝖ⲡ剤の 1 ḟスクリーニングには， ᗘ，ග制ᚚが࡛きるேᕤẼ㇟ჾが౑用され，ᖺ㛫㏻し

て一ᐃの᮲௳࡛ヨ㦂を実施ࡍる。Ỉ田用㝖ⲡ剤の場合，2 ḟスクリーニング࡛は，࢞ラス ᐊのᅵ

⪔᱂ᇵ࡛化合物の選ᢥ性や㞴㜵㝖㞧ⲡྵࡶめた殺ⲡス࣌クࢺラ࣒などά性の῝さを評価ࡍる。⏿作

用㝖ⲡ剤の場合には，1 ḟスクリーニングから，ᅵ⪔᱂ᇵ࡛」ᩘのࢱーࢤッࢺศ㔝の୺せ㞧ⲡにᑐ

る㝖ⲡά性を評価し，2ࡍ ḟスクリーニング࡛は，」ᩘの㞧ⲡをΰ植したᅵ⪔᱂ᇵ࡛，ᅵተฎ⌮・

ⱼⴥฎ⌮ຠᯝ，⸆ᐖの評価を行࠺（ᅗ-8）。ࣚ ーࣟッࣃを᝿ᐃしたᑠ㯏用㝖ⲡ剤のኟ場の評価は，20Υ
௨ୗに ᗘ制ᚚした෭ᾴ ᐊ࡛行࠺。 
ラス ᐊ（ᖜ࢞  9㹫�ዟ行⣙ 50㹫，ᅗ-9）が༡໭᪉ྥに 4 Ჷ୪ࡪ。෭ᡣは῝ኪ㟁ຊを฼用したị

⵳熱ࢩス࣒ࢸにより，෭Ẽを ᐊのୗ部の⁁から㏦㢼し，ኟ場࡛ࡶኪ㛫 25Υ௨ୗ，᫨㛫 30Υ௨ୗ

にಖつࡇとが࡛きる。ヨ㦂用の࣏ッࢺはᇶ本的にྍືᘧのྎ㌴（1.5㹫�0.8㹫）に୪࡭て⟶⌮ࡍる。

ྎ㌴を౑用ࡍる࣓リッࢺは，ගのᙜたりල合など，植物の生⫱࣒ラを᤼㝖ࡍるために㐺ᐅᅇ㌿・⛣

ືがྍ⬟なࡇと，また，ฎ⌮๓の生⫱調節を行࠺ために⟶⌮ ᗘの␗なる場所࡬ᐜ᫆に⛣ື࡛きる

 。となどがᣲげられるࡇ
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ᅗ-8 ⏿作 1 ḟスクリーニング     ᅗ-9 ෭ᬮᡣ࢞ラス ᐊ

ク࢖࢔࣑化学から㉎ධした FRP ࢺッ࣏ 160 ᇶが，⣸እ⥺㏱㐣性フ࢕ル࣒の࢘ࣁスのなかに設⨨

され，3 ᭶から 10 ᭶上᪪ま࡛ᖺ 2 ᅇのヨ㦂実施がྍ⬟となࡗている。ኳ஭から℺Ỉࣗࢳーࣈがࡑれ

。され，℺Ỉ作ᴗの┬ຊ化がᅗられている（ᅗ-10）ࢺッࢭにࢺッ࣏れのࡒ

    

       図-10 ⮬ື₤Ỉ⿦⨨ࡓࢀࡉࢺࢵࢭࡀ FRPࢺࢵ࣏

⸆剤ᩓᕸᐊには，⮬ືないし༙⮬ືの⸆剤ᩓᕸ⿦⨨（ᅗ-11）が殺⳦剤，殺虫剤ฎ⌮用をྵめて 5
ྎある。㉮行ᩓᕸ⿦⨨は㉮行㏿ᗘᩓᕸࢱࣃーンを調整࡛き，ᑡ㔞ᩓᕸヨ㦂や⪏㞵性ヨ㦂にࡶ౑࠼る。

㧗さ⣙ 5㹫あるேᕤ㝆㞵⿦⨨࡛は，Ỉ㔞とࢩリンジの᣺ືᩘを調整ࡍるࡇと࡛，㞵⁲の大きさをኚ

ル࣎ンダーࢧのேᕤ㝆㞵⿦⨨は，㠀選ᢥ性ⱼⴥฎ⌮ᆺ㝖ⲡ剤ࡇ。ከᵝな㝆㞵᮲௳を設ᐃ࡛きる，࠼

007®ࢺ の࢔ジࣗࣂン᳨ࢺウにά㌍したとい࠺。

        

図-11 ⮬ື⸆๣ᩓᕸ⿦⨨
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4 ֊は合成άループの実ࣨݧ，分ੳ
ࣨおよびڀݚһのࣨډがある。フロΞ
の྆αイυに同じ༷࢓の合成実ࣨݧ
が，中ԝにはࣨډが配ஔされている。
実ࣨݧとࣨډの間のนはΨϥスுりと
なっていて，ࣨډから実ݧ૷ஔのՔ働
状況が分かる。ࣨډには，ࢉܭՊֶख
法を用いて৽規化合物をσβインする
ઐ用ίンϐュータもஔかれている。ま
た，分ੳࣨには化合物のߏ଄ղੳのた
めの /.3 が੔උされている。

保ޢϝΨωを付けた生物ڀݚ分໺の
಺にࣗ༝にग़入ࣨݧһも，合成実ڀݚ
りしている。ϝールでの৘ใަ׵より
も，合成ڀݚһと໘と向かって議࿦す
るスタイルが定ணしている。

3 ֊は生産ٕज़ڀݚॴにॴଐするプ
ロηス化ֶおよび੡ࡎάループの実ݧ
ࣨとࣨډがある。੡ࡎάループでは
খ規໛な੡ࡎ化のݕ౼を，プロηスά
ループでは，ݪ体の੡法ルーτ確ཱの
ために，৮ഔや反Ԡ৚݅を変えてのݕ
౼を行っている。分ੳࣨには -$�.4
や ($�.4 ౳の࣭ྔ分ੳ૷ஔが੔උさ
れている。

2 ֊は生物ڀݚ分໺の 3 άループの
がある。ϛーςΟンάルーࣨډһڀݚ
ムは֤フロΞに配ஔされているが，こ
こにはෳ਺ある。ࣄ実，࡯ࢹ中にもݚ
を度ʑ໨ܠのϛーςΟンάޫ࢜һ同ڀ
にしており，ࡾҐ一体のڀݚ体制がे
分にӐわれた。

また，同֊にある೶ༀ生ཧ実ࣨݧで

は࡞用ߏػや化合物のಈ態ղੳが行わ
れている。

Φールϥ΢ンυスクリーχンάで
は，৽規合成された化合物はࠛ஬，ප
ཧ，২物άループڞ௨の੡ࡎが 1 次
スクリーχンάにࢼڙされる。ༀࡎട
ྔおよびرऍ࡞業はຖि定日に֤ά
ループڞ同で行いʢਤ ��ʣ，残ったも
のは 2 次スクリーχンά以߱用にༀ
。に保؅されるݿ保؅ࡎ

ʢ�
�Թࣨ౩ͳͲੜ෺ධՁͷͨΊͷ
ઃࢪ

ਫҴ用除૲ࡎの 1 次スクリーχン
άには，Թ度，ޫ制ޚができる人ؾ޻
৅ثが使用され，年間௨して一定の৚
݅でݧࢼを実施する。ਫҴ用除૲ࡎの
場合，2 次スクリーχンάでは，Ψϥ
スԹࣨの౔࠿ߞഓで化合物のબ୒性や
難๷除ࡶ૲もؚめたࡴ૲スϖクτϥム
と除૲׆性のڧさをධՁする。ാ࡞用
除૲ࡎの場合には，1 次スクリーχン
άから，౔࠿ߞഓでෳ਺のターήッτ
分໺のओ要ࡶ૲にରする除૲׆性をධ
Ձし，2 次スクリーχンάでは，ෳ਺

のࡶ૲をࠞ২した౔࠿ߞഓで，౔৕ॲ
ཧɾܪ༿ॲཧޮՌ，ༀ֐のධՁを行う

ʢਤ �8ʣ。Ԥभを૝定したখഴ用除૲
のՆ場のධՁは，20ˆ以ԼにԹ度ࡎ
制ޚしたྫྷྋԹࣨで行う。

ΨϥスԹ ʢࣨ෯ 9 ̼ º Ԟ行໿ 50 ̼，
ਤ �9ʣがೆ๺方向に 4 ౩ฒぶ。ྫྷ๪
はਂ໷ిྗを利用したණ஝೤シスςム
により，ྫྷؾをԹࣨのԼ部のߔから
ૹ෩し，Ն場でも໷間 25ˆ以Լ，ன
間 30ˆ以Լに保つことができる。ࢼ
用のϙッτは基本的に可ಈࣜの୆ंݧ

ʢ1�5 ̼ º0�8 ̼ʣにฒ΂て؅ཧする。
୆ंを使用するϝリッτは，ޫの当た
り۩合など，২物の生ҭムϥをഉ除す
るためにదٓ回సɾҠಈが可能なこと，
また，ॲཧલの生ҭௐઅを行うために
؅ཧԹ度のҟなる場ॴへ༰қにҠಈで
きることなどがڍげられる。

'31 ϙッτ 160 基が，ࢵ外ઢಁ過
性フΟルムのϋ΢スのなかにઃஔさ
れ，3 月から 10 月上०まで年 2 回の
実施が可能となっている。ఱҪかݧࢼ
らᕲਫνューϒがそれͧれのϙッτに
ηッτされ，ᕲਫ࡞業のলྗ化がਤら

 3 㝵は生⏘ᢏ⾡研究所に所ᒓࡍるプࣟࢭス化学およࡧ〇剤グループの実㦂ᐊとᒃᐊがある。〇剤

グループ࡛はᑠ規ᶍな〇剤化の᳨ウを，プࣟࢭスグループ࡛は，ཎ体の〇ἲルーࢺ☜❧のために，

ゐ፹や཯ᛂ᮲௳をኚ࠼ての᳨ウを行ࡗている。ศᯒᐊには LC-MS や GC-MS ➼の㉁㔞ศᯒ⿦⨨が

整ഛされている。 
 2 㝵は生物研究ศ㔝の 3 グループの研究ဨᒃᐊがある。࣑ー࢕ࢸングルー࣒はྛフࣟ࢔に㓄⨨さ

れているが，ࡇࡇには」ᩘある。஦実，ど察୰にࡶ研究ဨ同ኈの࣑ー࢕ࢸングගᬒをᗘ々目にして

おり，三位一体の研究体制が༑ศに❚ࢃれた。 
 また，同㝵にある㎰⸆生⌮実㦂ᐊ࡛は作用ᶵ構や化合物のືែゎᯒが行ࢃれている。 
 オールラ࢘ンドスクリーニング࡛は，新規合ᡂされた化合物は᪻虫，⑓⌮，植物グループඹ㏻の

〇剤が 1 ḟスクリーニングに౪ヨされる。⸆剤⛗㔞およࡧᕼ㔘作ᴗはẖ㐌ᐃ日にྛグループඹ同࡛

行い（ᅗ-7），ṧࡗたࡶのは 2 ḟスクリーニング௨㝆用に⸆剤ಖ⟶ᗜにಖ⟶される。 

    
        図-7 ⸆๣⛗㔞ᐊにࡅ࠾るඹྠᕼ㔘సᴗ 

 

(3)  ᐊᲷ࡝࡞⏕≀ホ౯のࡵࡓの᪋タ 
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て一ᐃの᮲௳࡛ヨ㦂を実施ࡍる。Ỉ田用㝖ⲡ剤の場合，2 ḟスクリーニング࡛は，࢞ラス ᐊのᅵ

⪔᱂ᇵ࡛化合物の選ᢥ性や㞴㜵㝖㞧ⲡྵࡶめた殺ⲡス࣌クࢺラ࣒などά性の῝さを評価ࡍる。⏿作

用㝖ⲡ剤の場合には，1 ḟスクリーニングから，ᅵ⪔᱂ᇵ࡛」ᩘのࢱーࢤッࢺศ㔝の୺せ㞧ⲡにᑐ

る㝖ⲡά性を評価し，2ࡍ ḟスクリーニング࡛は，」ᩘの㞧ⲡをΰ植したᅵ⪔᱂ᇵ࡛，ᅵተฎ⌮・

ⱼⴥฎ⌮ຠᯝ，⸆ᐖの評価を行࠺（ᅗ-8）。ࣚ ーࣟッࣃを᝿ᐃしたᑠ㯏用㝖ⲡ剤のኟ場の評価は，20Υ
௨ୗに ᗘ制ᚚした෭ᾴ ᐊ࡛行࠺。 
ラス ᐊ（ᖜ࢞  9㹫�ዟ行⣙ 50㹫，ᅗ-9）が༡໭᪉ྥに 4 Ჷ୪ࡪ。෭ᡣは῝ኪ㟁ຊを฼用したị

⵳熱ࢩス࣒ࢸにより，෭Ẽを ᐊのୗ部の⁁から㏦㢼し，ኟ場࡛ࡶኪ㛫 25Υ௨ୗ，᫨㛫 30Υ௨ୗ

にಖつࡇとが࡛きる。ヨ㦂用の࣏ッࢺはᇶ本的にྍືᘧのྎ㌴（1.5㹫�0.8㹫）に୪࡭て⟶⌮ࡍる。

ྎ㌴を౑用ࡍる࣓リッࢺは，ගのᙜたりල合など，植物の生⫱࣒ラを᤼㝖ࡍるために㐺ᐅᅇ㌿・⛣

ືがྍ⬟なࡇと，また，ฎ⌮๓の生⫱調節を行࠺ために⟶⌮ ᗘの␗なる場所࡬ᐜ᫆に⛣ື࡛きる

 。となどがᣲげられるࡇ
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ᅗ-8 ⏿作 1 ḟスクリーニング     ᅗ-9 ෭ᬮᡣ࢞ラス ᐊ

ク࢖࢔࣑化学から㉎ධした FRP ࢺッ࣏ 160 ᇶが，⣸እ⥺㏱㐣性フ࢕ル࣒の࢘ࣁスのなかに設⨨

され，3 ᭶から 10 ᭶上᪪ま࡛ᖺ 2 ᅇのヨ㦂実施がྍ⬟となࡗている。ኳ஭から℺Ỉࣗࢳーࣈがࡑれ

。され，℺Ỉ作ᴗの┬ຊ化がᅗられている（ᅗ-10）ࢺッࢭにࢺッ࣏れのࡒ

    

       図-10 ⮬ື₤Ỉ⿦⨨ࡓࢀࡉࢺࢵࢭࡀ FRPࢺࢵ࣏

⸆剤ᩓᕸᐊには，⮬ືないし༙⮬ືの⸆剤ᩓᕸ⿦⨨（ᅗ-11）が殺⳦剤，殺虫剤ฎ⌮用をྵめて 5
ྎある。㉮行ᩓᕸ⿦⨨は㉮行㏿ᗘᩓᕸࢱࣃーンを調整࡛き，ᑡ㔞ᩓᕸヨ㦂や⪏㞵性ヨ㦂にࡶ౑࠼る。

㧗さ⣙ 5㹫あるேᕤ㝆㞵⿦⨨࡛は，Ỉ㔞とࢩリンジの᣺ືᩘを調整ࡍるࡇと࡛，㞵⁲の大きさをኚ

ル࣎ンダーࢧのேᕤ㝆㞵⿦⨨は，㠀選ᢥ性ⱼⴥฎ⌮ᆺ㝖ⲡ剤ࡇ。ከᵝな㝆㞵᮲௳を設ᐃ࡛きる，࠼

007®ࢺ の࢔ジࣗࣂン᳨ࢺウにά㌍したとい࠺。
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খ઒ɿڀݚॴ๚໰ه�ɾ೔ຊ೶ༀࣜגձࣾ　૯߹ڀݚॴ　1�

れているʢਤ �10ʣ。
ༀࢄࡎ෍ࣨには，ࣗಈないし൒ࣗಈ

のༀࢄࡎ෍૷ஔʢਤ �11ʣがࡎەࡴ，
ॲཧ用をؚめてࡎ஬ࡴ 5 ୆ある。૸
行ࢄ෍૷ஔは૸行଎度ࢄ෍ύターンを
ௐ੔でき，少ྔࢄ෍ݧࢼや଱Ӎ性ݧࢼ
にも使える。高さ໿ 5 ̼ある人߱޻
Ӎ૷ஔでは，ਫྔとシリンδのৼಈ਺
をௐ੔することで，ӍྔとӍణの大き
さを変え，多༷な߱Ӎ৚݅をઃ定でき
る。この人߱޻Ӎ૷ஔは，ඇબ୒性ܪ
༿ॲཧܕ除૲ࡎαンμーϘルτ �00�
のΞδュバンτݕ౼に׆༂したとい
う。

Թࣨでのࡐྉௐ੡やะ場؅ཧ࡞業
は，ࢠ会社であるʢגʣχνϊーαー
Ϗスに一部を業務ҕୗしている。ਫా
は΄とんどをࣗܪおよびմࢠ૲छࡶ
લで࠿ഓ，ू࠾し，2 ઍ分の 1 ϫάω
ルϙッτでϗタルイを，Ξルϛϙッτ

ʢ50DNº50DNʣでクロάϫイ，ΦϞ
μΧ，シζイ౳を࠿ഓしている。

	�
ะ৔ݧࢼ�

ॴ಺のݧࢼะ場は 64B で，一۠ը
8B が � ۠ըあり，ਫా 3 ۠ը，ാ஍
4 ۠ըとなっている。そのଞ，ՌथԂ
53B，஡Ԃ 4B，ࣳ ஍ 9B がある。さらに，
近ྡの೶Ոからआ用しているਫాะ場
が໿ 1��IB，ڀݚॴྡ઀のआ用ാ࡞ะ
場が໿ 40B ある。

૯合ڀݚॴにॴଐする๺ւಓ長পொ
のʮ長পナーηリーʯʢ1992 年։ઃʣ
には，ാ஍໿ 4�5IB とਫా໿ �0B の
ࣗ社ݧࢼะ場を保有している。また，

੨৿ݝのʮ௡ܰりんごݧࢼ஍ʯは໿
39B である。そのଞ，ؠखݝԞभࢢ୾
୔ொにआ用しているਫాะ場があり，
౦๺஍Ҭでのద用性，ࠇϘク౔৕への
ద用性をݕ౼している。

	�
�ϥΠγϝʔλʔ

ॎ 2 ̼ º ԣ 10 ̼ º ਂさ 1 ̼の大
ϥイシϝーターܕ 4 基がある。೶ༀ
の規制はԤभを初め，ถࠃおよび日本
においても֨ݫ化されており，そのよ
うなഎܠのなか，౔৕残ཹ性や౔৕ද
໘の೶ༀがԼ方Ҡ行して஍Լਫへ౸達
するリスクʢ஍Լਫへのリーνンάリ
スクʣをධՁするため，2015 年にݚ
。ะ場にઃஔされたݧࢼॴ಺のڀ

ઃஔされたϥイシϝーターはʢਤ
�12ʣ，ࠃ಺౔৕残ཹݧࢼʢҕୗݧࢼʣ
と同じ໘ੵ，஍Լਫリーνンάリスク
ධՁと同じਂさであり，ะ場ݧࢼでは
定ྔ的に࠾取不能であったද૚ਫおよ
び౔৕ਂ度ผのਁಁਫが࠾取可能とな
り，また，༷ʑなڥ؀σータʢ౔৕Թ
度，౔৕ਫ分，Q)，ࢎ化ؐిݩҐ౳ʣ
も入ख可能となった。4 छの充ర౔৕
は，ʮࠃ಺ਫాɾാの౔৕残ཹ性ҕୗ
Ռ༧ଌʯとʮԤถでの残ཹ性ɾ݁ݧࢼ
஍ԼਫリーνンάリスクධՁʯを可能
ならしめることを໨的にબ定し，લऀ

ʢࠃ಺ొ࿥用ʣとしては，૯ݚะ場で
は༧ଌがࠔ難であった，Րࢁփ౔৕を
2 छ，ਫా౔৕ 1 छが充రされており，
૯合ڀݚॴにおいてാɾՐࢁփやਫా
のࠃ಺ҕୗݧࢼの൒ݮ期༧ଌが可能に
なるとߟえている。

また，ऀޙʢԤถ用ʣは，Ԥถでの
౔৕残ཹ性および஍Լਫリーνンάධ
Ձが可能な 1 छʢԤถの୅ද的な౔
৕と同࣭の౔৕ʣを充రし，今ޙ，౔
৕残ཹ性把握にՃえてԼ方Ҡ行したਁ
ಁਫ中の೶ༀೱ度の実ଌにより஍Լਫ
リーνンάධՁの向上にܨがるとߟえ
ている。

ମ։ൃͷΤϐιʔυݪ

	�
�։ൃݪମϦετ

೶ༀݪ体および医ༀݪ末，ಈ物ༀݪ
末，化ֶ඼ݪ体のリスτをද �1 に示
した。

	�
�ϛϥΫϧͱ͍ΘΕΔϑδϫϯ
έϛετϦʔ

ਁಁҠ行性と࣋ଓ性を合わせ࣋つい
もͪප๷除用ࡎەࡴを໨指す୳ڀݚࡧ
のなかで，有ػリンܥでもԘૉܥでも
ないイΦ΢ܥ化合物にண໨し，生物ධ
ՁではਁಁҠ行性をݟग़すため，ༀࡎ
を౤与していないల։༿にରする間઀
๷除ޮՌをௐ΂，有ޮな化合物はਫ໘
施用ޮՌをνェックするධՁܥがߏங
された。そのなかから，いもͪප๷除
ޮՌの高いϝルΧプタン化合物の؀状
化で物性を҆定化させ，δνΦϥン؀
を有するイιプロνΦϥンʢフδϫン �ʣ
がબൈ，ൃݟされた。

以上のように，いもͪප๷除ࡎとし
て合成ɾ୳ࡧɾ։ൃされたフδϫン �

は，そのޙ，まったく༧期していない

ਤ ���　�ϥΠγϝʔλʔ

図-12 ࣮ࢱ࣮࣓ࢩ࢖ࣛ

ཎయ㛤Ⓨのࢻ࣮ࢯࣆ࢚

(1) 㛤Ⓨཎయࣜࢺࢫ

㎰⸆ཎ体およࡧ་⸆ཎᮎ，ື物⸆ཎᮎ，化学ရཎ体のリスࢺを⾲-1 に♧した。

   

登録年度 原体名 用途と商品
1974 イソプロチオラン 水稲用殺菌剤・植物生長調節剤「フジワン🄬🄬🄬🄬」
1976 フルオルイミド 園芸用殺菌剤「ストライド🄬🄬🄬🄬」
1983 ブプロフェジン 水稲、園芸用殺虫剤「アプロード🄬🄬🄬🄬」
1984 クロルフタリム 花き、芝、林業用除草剤「ダイヤメート🄬🄬🄬🄬」
1985 フルトラニル 水稲、園芸用殺菌剤「モンカット🄬🄬🄬🄬」
1991 フェンピロキシメート 園芸用殺虫・殺ダニ剤「ダニトロン🄬🄬🄬🄬」
1993 デブフェンピラド 園芸用殺虫・殺ダニ・殺菌剤「ピラニカ🄬🄬🄬🄬」

麦・芝用除草剤「エコパート🄬🄬🄬🄬」
ばれいしょ枯凋剤「デシカン🄬🄬🄬🄬」
非選択性除草剤「サンダーボルト🄬🄬🄬🄬007🄬🄬🄬🄬」

1999 インダノファン 水稲、麦用除草剤「ダイナマン🄬🄬🄬🄬」「マサカリ🄬🄬🄬🄬」「ライジンパワー🄬🄬🄬🄬」

2002 トルフェンビラド 園芸用品殺虫・殺菌剤「ハチハチ🄬🄬🄬🄬」
2003 チアジニル 水稲用殺菌剤「ブイゲット🄬🄬🄬🄬」「アブライ🄬🄬🄬🄬」
2007 フルベンジアミド 園芸、芝用殺虫剤「フェニックス🄬🄬🄬🄬」「スティンガー🄬🄬🄬🄬」
2009 メタフルミゾン 園芸用殺虫剤「アクセル🄬🄬🄬🄬」
2010 ピリフルキナゾン 園芸用殺虫剤「コルト🄬🄬🄬🄬」
2015 ピフルブミド 園芸用ダニ剤「ダニコング🄬🄬🄬🄬」
2018 ピラジフルミド 園芸、芝用殺菌剤「パレード🄬🄬🄬🄬」「ディサイド🄬🄬🄬🄬」
1985 マロチラート 肝蛋白代謝改善剤「カンテック🄬🄬🄬🄬」
1994 ラノコナゾール 医療用外用抗真菌剤「アスタット🄬🄬🄬🄬」
2005 ルリコナゾール 外用抗真菌剤・爪白癬剤
1988 イソプロチオラン 牛の肝疾患および脂肪壊死症用剤
2006 ピリプロール イヌ用ノミ・ダニ防除剤、シロアリ防除剤
2003 メタフルミゾン シロアリ防除剤

1999 ピラフルフェンエチル

表ー１　日本農薬で開発された農薬原体および医薬・動物薬原末、化学品原体
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৽しいػ能が次ʑとݟग़され，そこか
ら೿生するリーυ化合物をؚめ，༷ʑ
な用్へ多༷なల։を਱げる。

そのൃݟの୺ॹは༷ʑである。২物
成長ௐ੔ࡎとしては，フδϫンॲཧし
たҭබശでのྑ޷なイωබ生ҭが確ೝ
されたことが，ムレබ๷ޮࢭՌと݈බ
ҭ成ޮՌのൃݟにつながる。また，フ
δϫンॲཧしたਫాでイωמ੻ޙのώ
ίバΤが多い，生৩生長期のԼ༿ރれ
が少ない，ࠜுりがྑく融ઇޙのాى
こしが大変などの֤஍からدせられた
声をػܖに，২ௐڠ会のద用性ݧࢼを
行い，イω໮のొख़า合向上や高Թొ
ख़Լにおけるനະख़ཻのൃ生ܰݮへと
ద用拡大される。さらに，イωබのൃ
ࠜ促進をώンτに，フδϫンを౔৕ࠞ
࿨ॲཧしたナシਰऑथでथ੎が回෮し
たことから，ナシのന໲Ӌප๷除ޮՌ
がݟग़された。ਫ༹ӷࡎʢβルーτ �

ӷࡎʣはΩク，Χーωーションのൃࠜ
促進ࡎとしてొ࿥され，フδϫンೕࡎ

はԹभϛΧンの高Թ৚݅によるண৭ো
としてҕୗࡎにରするՌൽண৭促進֐
。࿥ਃ੥中であるొࡏて，現ܦをݧࢼ
フδϫンにみるこのような多໘的な࡞
用は，৽たなڥ؀スτレス଱性付与ࡎ
の։ൃҙཉに஄みをつける。

イιプロνΦϥンを生んだʮフδϫ
ンέϛスτリーʯは，২物成長ௐ੔ࡎ
以外にも，ࡴ஬ࡎや医ༀ඼分໺へと大
きくల։している。フδϫンをࢄ෍し
たะ場でτϏイロ΢ンΧ増৩ʢີ度ʣ
཈制ޮՌがݟられたとのใ告から，ࡴ
஬ࡎスクリーχンά法がݟ௚され，フ
δϫンをリーυ化合物とした΢ンΧྨ
๷除ࡎʮΞプローυ �ʯが஀生した。

このଞ，ϥッτによるޱܦಟ性ݧࢼ
のなかで，そのઁ৯سආ行ಈから໺૏
৯س֐ආ࡞用が，さらにそのղ๤ॴݟ
から؊ػ能向上がݟग़され，ܲやڇの
Ϟσル֐に，また，؊োࡎ療࣏؊๱ࢷ
スクリーχンάから，ώτの؊ߗ変に
おける؊୿ന୅ँ改ળࡎが։ൃされ

た。
また，医療用ਫ஬ༀのࠃ಺τップ

シェΞのʮϥϊίナκールʯ，ʮルリί
ナκールʯもフδϫンの҆全性ڀݚか
ら೿生した。当初は೶ༀとしてはக໋
的なʮଠཅޫにऑくޫ分ղすることか
ら২物向けには使えないʯから，ʮ人
体には使えるのではʯとのऀڀݚのൃ
૝స׵を取り入れڀݚをଓけ，ڧい߅
ਅ׆ە性とਫ஬のݪҼەであるനᚔە
によくޮく有ޮ成分のൃ໌となった。

	�
�আ૲ࡎ୳͔ࡧΒ೿ੜͨ͠ࡴ஬
ʮϑΣχοΫεࡎ �ʯ

の有ޮ成分であるフルϕンδࡎ஬ࡴ
Ξϛυは，෯޿いνョ΢໨֐஬にରす
る高いޮՌ，଎やかな৯֐཈制ޮՌ，
༏れたޮՌ࣋ଓ性，طଘༀࡎ఍߅性֐
஬にରする༏れたޮՌ，ఱఢɾ有用ࠛ
஬への҆全性౳，多くのಛ長を有する
ੈք初のδΞϛυࡴܥ஬ࡎである。

このൃݟの୺ॹも除૲ࡎ୳ࡧにあ
る。ϐϥδンというϔςロ؀にδΞϛ
υߏ଄がஔ׵した৽規化合物は除૲׆
性が௿く，׆性向上のために༷ʑなϔ
ςロ؀へと変׵したところ，除૲׆性
は向上したものの，࡞物へのༀ֐をࠀ
෰できͣにいた。そこで，化合物の物
性を変化させ২物体へのҠ行を制ޚし
てༀ֐を回ආしようとߟえ，ϔςロ؀
をϕンθン؀としたフタルߏࢎ଄とし
たところ，除૲׆性は΄とんどফࣦし
てしまったが，ࡴ஬ࡎධՁݧࢼにおい
てνョ΢໨֐஬にରし，これまでのࡴ
஬ࡎにはないಛ௃的な࡞用঱状が観࡯
された。৽規かつϢχークな࡞用঱状

ද��　�೔ຊ೶ༀͰ։ൃ͞Εͨ೶ༀݪମ͓Αͼҩༀɾಈ෺ༀݪ຤ɼԽֶ඼ݪମ
登録年度 原体名 用途と商品

1974 イソプロチオラン 水稲用殺菌剤・植物生長調整剤「フジワン🄬🄬🄬🄬」

1976 フルオルイミド 園芸用殺菌剤「ストライド🄬🄬🄬🄬」

1983 ブプロフェジン 水稲、園芸用殺虫剤「アプロード🄬🄬🄬🄬」

1984 クロルフタリム 花き、芝、林業用除草剤「ダイヤメート🄬🄬🄬🄬」

1985 フルトラニル 水稲、園芸用殺菌剤「モンカット🄬🄬🄬🄬」

1991 フェンピロキシメート 園芸用殺虫・殺ダニ剤「ダニトロン🄬🄬🄬🄬」

1993 デブフェンピラド 園芸用殺虫・殺ダニ・殺菌剤「ピラニカ🄬🄬🄬🄬」

麦・芝用除草剤「エコパート🄬🄬🄬🄬」

ばれいしょ枯凋剤「デシカン🄬🄬🄬🄬」

非選択性除草剤「サンダーボルト🄬🄬🄬🄬007」 ※

1999 インダノファン 水稲、麦用除草剤「ダイナマン🄬🄬🄬🄬」「マサカリ🄬🄬🄬🄬」「ライジンパワー🄬🄬🄬🄬」

2002 トルフェンビラド 園芸用品殺虫・殺菌剤「ハチハチ🄬🄬🄬🄬」*

2003 チアジニル 水稲用殺菌剤「ブイゲット🄬🄬🄬🄬」「アプライ🄬🄬🄬🄬」

2007 フルベンジアミド 園芸、芝用殺虫剤「フェニックス🄬🄬🄬🄬」「スティンガー🄬🄬🄬🄬」

2009 メタフルミゾン 園芸用殺虫剤「アクセル🄬🄬🄬🄬」

2010 ピリフルキナゾン 園芸用殺虫剤「コルト🄬🄬🄬🄬」

2015 ピフルブミド 園芸用殺ダニ剤「ダニコング🄬🄬🄬🄬」

2018 ピラジフルミド 園芸、芝用殺菌剤「パレード🄬🄬🄬🄬」「ディサイド🄬🄬🄬🄬」

1985 マロチラート 肝蛋白代謝改善剤「カンテック🄬🄬🄬🄬」

1988 イソプロチオラン 牛の肝疾患および脂肪壊死症用剤

1994 ラノコナゾール 医療用外用抗真菌剤「アスタット🄬🄬🄬🄬」

2003 メタフルミゾン シロアリ防除剤

2005 ルリコナゾール 外用抗真菌剤・爪白癬剤

2006 ピリプロール イヌ用ノミ・ダニ防除剤、シロアリ防除剤

＊OATアグリオ株式会社の登録商標

1999 ピラフルフェンエチル

表ー１ ⽇本農薬で開発された農薬原体および医薬・動物薬原末、化学品原体
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৽しいػ能が次ʑとݟग़され，そこか
ら೿生するリーυ化合物をؚめ，༷ʑ
な用్へ多༷なల։を਱げる。

そのൃݟの୺ॹは༷ʑである。২物
成長ௐ੔ࡎとしては，フδϫンॲཧし
たҭබശでのྑ޷なイωබ生ҭが確ೝ
されたことが，ムレබ๷ޮࢭՌと݈බ
ҭ成ޮՌのൃݟにつながる。また，フ
δϫンॲཧしたਫాでイωמ੻ޙのώ
ίバΤが多い，生৩生長期のԼ༿ރれ
が少ない，ࠜுりがྑく融ઇޙのాى
こしが大変などの֤஍からدせられた
声をػܖに，২ௐڠ会のద用性ݧࢼを
行い，イω໮のొख़า合向上や高Թొ
ख़Լにおけるനະख़ཻのൃ生ܰݮへと
ద用拡大される。さらに，イωබのൃ
ࠜ促進をώンτに，フδϫンを౔৕ࠞ
࿨ॲཧしたナシਰऑथでथ੎が回෮し
たことから，ナシのന໲Ӌප๷除ޮՌ
がݟग़された。ਫ༹ӷࡎʢβルーτ �

ӷࡎʣはΩク，Χーωーションのൃࠜ
促進ࡎとしてొ࿥され，フδϫンೕࡎ

はԹभϛΧンの高Թ৚݅によるண৭ো
としてҕୗࡎにରするՌൽண৭促進֐
。࿥ਃ੥中であるొࡏて，現ܦをݧࢼ
フδϫンにみるこのような多໘的な࡞
用は，৽たなڥ؀スτレス଱性付与ࡎ
の։ൃҙཉに஄みをつける。

イιプロνΦϥンを生んだʮフδϫ
ンέϛスτリーʯは，২物成長ௐ੔ࡎ
以外にも，ࡴ஬ࡎや医ༀ඼分໺へと大
きくల։している。フδϫンをࢄ෍し
たะ場でτϏイロ΢ンΧ増৩ʢີ度ʣ
཈制ޮՌがݟられたとのใ告から，ࡴ
஬ࡎスクリーχンά法がݟ௚され，フ
δϫンをリーυ化合物とした΢ンΧྨ
๷除ࡎʮΞプローυ �ʯが஀生した。

このଞ，ϥッτによるޱܦಟ性ݧࢼ
のなかで，そのઁ৯سආ行ಈから໺૏
৯س֐ආ࡞用が，さらにそのղ๤ॴݟ
から؊ػ能向上がݟग़され，ܲやڇの
Ϟσル֐に，また，؊োࡎ療࣏؊๱ࢷ
スクリーχンάから，ώτの؊ߗ変に
おける؊୿ന୅ँ改ળࡎが։ൃされ

た。
また，医療用ਫ஬ༀのࠃ಺τップ

シェΞのʮϥϊίナκールʯ，ʮルリί
ナκールʯもフδϫンの҆全性ڀݚか
ら೿生した。当初は೶ༀとしてはக໋
的なʮଠཅޫにऑくޫ分ղすることか
ら২物向けには使えないʯから，ʮ人
体には使えるのではʯとのऀڀݚのൃ
૝స׵を取り入れڀݚをଓけ，ڧい߅
ਅ׆ە性とਫ஬のݪҼەであるനᚔە
によくޮく有ޮ成分のൃ໌となった。

	�
�আ૲ࡎ୳͔ࡧΒ೿ੜͨ͠ࡴ஬
ʮϑΣχοΫεࡎ �ʯ

の有ޮ成分であるフルϕンδࡎ஬ࡴ
Ξϛυは，෯޿いνョ΢໨֐஬にରす
る高いޮՌ，଎やかな৯֐཈制ޮՌ，
༏れたޮՌ࣋ଓ性，طଘༀࡎ఍߅性֐
஬にରする༏れたޮՌ，ఱఢɾ有用ࠛ
஬への҆全性౳，多くのಛ長を有する
ੈք初のδΞϛυࡴܥ஬ࡎである。

このൃݟの୺ॹも除૲ࡎ୳ࡧにあ
る。ϐϥδンというϔςロ؀にδΞϛ
υߏ଄がஔ׵した৽規化合物は除૲׆
性が௿く，׆性向上のために༷ʑなϔ
ςロ؀へと変׵したところ，除૲׆性
は向上したものの，࡞物へのༀ֐をࠀ
෰できͣにいた。そこで，化合物の物
性を変化させ২物体へのҠ行を制ޚし
てༀ֐を回ආしようとߟえ，ϔςロ؀
をϕンθン؀としたフタルߏࢎ଄とし
たところ，除૲׆性は΄とんどফࣦし
てしまったが，ࡴ஬ࡎධՁݧࢼにおい
てνョ΢໨֐஬にରし，これまでのࡴ
஬ࡎにはないಛ௃的な࡞用঱状が観࡯
された。৽規かつϢχークな࡞用঱状

ද��　�೔ຊ೶ༀͰ։ൃ͞Εͨ೶ༀݪମ͓Αͼҩༀɾಈ෺ༀݪ຤ɼԽֶ඼ݪମ
登録年度 原体名 用途と商品

1974 イソプロチオラン 水稲用殺菌剤・植物生長調整剤「フジワン🄬🄬🄬🄬」

1976 フルオルイミド 園芸用殺菌剤「ストライド🄬🄬🄬🄬」

1983 ブプロフェジン 水稲、園芸用殺虫剤「アプロード🄬🄬🄬🄬」

1984 クロルフタリム 花き、芝、林業用除草剤「ダイヤメート🄬🄬🄬🄬」

1985 フルトラニル 水稲、園芸用殺菌剤「モンカット🄬🄬🄬🄬」

1991 フェンピロキシメート 園芸用殺虫・殺ダニ剤「ダニトロン🄬🄬🄬🄬」

1993 デブフェンピラド 園芸用殺虫・殺ダニ・殺菌剤「ピラニカ🄬🄬🄬🄬」

麦・芝用除草剤「エコパート🄬🄬🄬🄬」

ばれいしょ枯凋剤「デシカン🄬🄬🄬🄬」

非選択性除草剤「サンダーボルト🄬🄬🄬🄬007」 ※

1999 インダノファン 水稲、麦用除草剤「ダイナマン🄬🄬🄬🄬」「マサカリ🄬🄬🄬🄬」「ライジンパワー🄬🄬🄬🄬」

2002 トルフェンビラド 園芸用品殺虫・殺菌剤「ハチハチ🄬🄬🄬🄬」*

2003 チアジニル 水稲用殺菌剤「ブイゲット🄬🄬🄬🄬」「アプライ🄬🄬🄬🄬」

2007 フルベンジアミド 園芸、芝用殺虫剤「フェニックス🄬🄬🄬🄬」「スティンガー🄬🄬🄬🄬」

2009 メタフルミゾン 園芸用殺虫剤「アクセル🄬🄬🄬🄬」

2010 ピリフルキナゾン 園芸用殺虫剤「コルト🄬🄬🄬🄬」

2015 ピフルブミド 園芸用殺ダニ剤「ダニコング🄬🄬🄬🄬」

2018 ピラジフルミド 園芸、芝用殺菌剤「パレード🄬🄬🄬🄬」「ディサイド🄬🄬🄬🄬」

1985 マロチラート 肝蛋白代謝改善剤「カンテック🄬🄬🄬🄬」

1988 イソプロチオラン 牛の肝疾患および脂肪壊死症用剤

1994 ラノコナゾール 医療用外用抗真菌剤「アスタット🄬🄬🄬🄬」

2003 メタフルミゾン シロアリ防除剤

2005 ルリコナゾール 外用抗真菌剤・爪白癬剤

2006 ピリプロール イヌ用ノミ・ダニ防除剤、シロアリ防除剤

＊OATアグリオ株式会社の登録商標

1999 ピラフルフェンエチル

表ー１ ⽇本農薬で開発された農薬原体および医薬・動物薬原末、化学品原体

খ઒ɿڀݚॴ๚໰ه�ɾ೔ຊ೶ༀࣜגձࣾ　૯߹ڀݚॴ　1�

と化ֶߏ଄の৽規性が஫໨され，ࡴ஬
，としてධՁ，化合物બൈが進められࡎ
ʮフェχックスࡎ஬ࡴ �ʯが஀生した。

最ޙに，૯合ڀݚॴの充実した施ઃ
の۱ʑをごҊ಺していただき，ࡾҐ一
体やΦールϥンυスクリーχンά体制

などڵຯあるお࿩を೤心にまた࠙੾ஸ
ೡにしていただいた，ڀݚॴ長のݩ場
一඙ࢯ，୳ࡧϚωーδϟーのଜా఩
໵ࢯ，҆全性Ϛωーδϟー௪ ఩෉ࢯ，
২物άループリーμーਗ਼઒ࢯ߂و，୅
ँɾڥ؀άループリーμーの٢መོࢤ
場։ࢢ全体ௐ੔をしていただいた，ࢯ

ൃ本部։ൃ部の大௩ ོࢯには心より
。ਃし上げるँײ

同行ऀは，ʢ公ࡒʣ日本২物ௐઅڠڀݚࡎ会ɹ
Ծ୩ಓଇ

剤にはない特徴的な作用症状が観察された。新規かつユニークな作用症状と化学構造の新規性が注

目され，殺虫剤として評価，化合物選抜が進められ，殺虫剤「フェニックス®」が誕生した。

最後に，総合研究所の充実した施設の隅々をご案内していただき，三位一体やオールランドスク

リーニング体制など興味あるお話を熱心にまた懇切丁寧にしていただいた，研究所長の元場一彦氏，

探索マネージャーの村田哲也氏，安全性マネージャー栂 哲夫氏，植物グループリーダー清川貴弘氏，

代謝・環境グループリーダーの吉實隆志氏，全体調整をしていただいた市場開発本部開発部の大塚

隆氏には心より感謝申し上げる。

  

図－13 元場一彦所長らによる総合研究所の概要説明

同行者は，（公財）日本植物調節剤研究協会 仮谷道則
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ʮࣂྉ用ถ多ऩ日本一ʯは，ࠃ産ࣂྉ用ถの本࡞化をਪ進す
るため，ࣂྉ用ถの୯ऩ向上の༏れた取り૊みをදজすること
で，೶ྛਫ産লとʢ一社ʣ日本ࣂྉ用ถৼڠڵ会がओ࠵し，ฏ
成 28 年ʢ2016 年ʣ度から実施されている。

全ࠃのࣂྉ用ถ生産ऀのうͪ，多ऩ඼छʢ஌ࣄಛೝをؚむʣ
の࡞付໘ੵがおおむね̍IB 以上で，生産ίスτ௿ݮ౳に取り

૊むܦӦ体からのԠืをडけ，ֶࣝऀݧܦ౳でߏ成される৹ࠪ
ҕһ会による৹ࠪをܦて，①୯Ґऩྔの部，②஍Ҭのฏۉ୯ऩ
からの増ऩの部ごとに，೶ྛਫ産大臣৆，政ࡦ౷ׅ׭৆，全ࠃ
೶ڠ૊合中ԝ会会長৆౳の֤৆をબग़している。

ここでは，ฏ成 28 から 30 年度の୯ऩの部のϕスτ 3 をද
に示した。́ ΅ 10 ̰当たり 1U に近いऩྔを上げている。ʢ,�0ʣ


